
2025年度
開智国際大学の教育についてのアンケート調査

集計結果

実施 ：2025年9月

対象 ：開智国際大学卒業生（2023年度の卒業生）

方法 ：グーグルフォームによる回答

件数 ：対象者139名

回答率：9.4%



①卒業した学部

②性別

③勤務先の業種
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(1)仕事に対する熱意・意欲がある (2)責任感がある

(3)誠実である (4)リーダーシップがある

(5)物事に進んで取り組む力がある (6)他人に働きかけ巻き込む力がある

④次の⑴～⒆の能力や資質が身についているか。

(7)目的を設定し確実に行動する力があ
る

(8)現状を分析し、目的や課題を明らか
にする力がある
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(9)課題の解決に向けたプロセスを明ら
かにし、準備する力がある

(10)新しい価値を生み出す力がある

(11)自分の意見をわかりやすく伝える力
がある

(12)相手の意見を丁寧に聴く力がある

(13)意見の違いや立場の違いを理解
する力がある

(14)自分と周囲の人々や物事との関係
性を理解する力がある

(15)社会のルールや人との約束を守る
力がある

(16)ストレスの発生源に対応する力があ
る
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(17)一般知識・教養がある (18)専門分野の知識がある

(19)語学力がある

⑤ ④の⑴～⒆の能力・資質の内、実社会での経験に照らして必要と考え
るもの。
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⑥社会人として必要と思うもの、大学時代に身に付けておけばよかっ
たこと、経験しておけばよかったこと等

・保護者との面談の仕方や電話対応、何か起きた際の連絡の重要性などにつ
いて、勉強と実践形式で学べると役立つ場面が多いと思います。
・語学力を身につけること。
・何事にも責任を持って取り組み、最後まで諦めない意思を持つこと。
・早寝早起きなど、規則正しい生活習慣を身につけること。
・仕事内容とは別に、保険の知識や収入の使い方などを事前に学んでおくこと
で、より良い選択ができると感じた。
・気になる企業については徹底的に調べ、可能であればインターンシップやアルバ
イトを経験しておくこと。
・タスク整理の方法を、自分に合ったやり方で見つけておくこと。
・添削方法について。4月から学校で働き、8月には添削業務が必要となるため、
どのように進めるか、どこに注目すべきかを事前に知っておきたかった。

⑦大学時代を振り返ったときに有効だったと思う授業

・教育相談
→ 授業をする時間と同じくらい、生徒の相談を受ける機会が多いため。
・特別な教育的ニーズの理解とその支援
→ 教員として、生徒に合った指導方法を学ぶ必要があるから。
・心身の発達と学習過程
→ 生徒の成長過程に合わせた指導法が必要だから。
・模擬授業
→ 回数も多く実施され、実習前に不安感が少ない状態で参加できた。また、
就職後も模擬授業で学んだことを活かして業務に取り組むことができた。
・発達心理学
・実践的な模擬授業や導入作り
・教材研究の仕方・授業準備
→ 児童の行動を振り返る際に、大学の発達心理学の授業内容が思い出され
る。
・理科の授業は教材研究の仕方や準備を学年単位で行えたことが、勤務後に
非常に役立った。
・オールイングリッシュの授業
・少年・青年期の発達心理学の授業は、自分に当てはまる部分が多く、今でも
印象に残っており、時折思い出します。
・英語の授業
職業柄、外国籍のお客様と関わることが多く、ある程度のヒアリングができるよう
になったため。
・国語科教育法・自主ゼミ・心理学 教材研究の仕方や授業方法を学ぶこと
ができた。生徒の話を聞いたり、学力が身につきにくい生徒に対して、様々な視
点から理解する力が養われた。



⑧本学全般にわたってのご意見等

・バリアフリーな環境が整うことや、真面目に勉強したい学生の環境が保障され
ることが必要だと思います。
・少人数という良さから、教授にも相談しやすく丁寧な対策、対応がされていた
事が、とても良かったです。あとは、蔵書数がもう少し多いと良いかと思いました。
・国際教養学部では、もっと英語の学習ができると思っていました。全学年で英
語を必修にしてほしかったです。
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